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首都圏大曲会会報 第 20号

題字 澁谷一男

彰大
曲
の
花
火
タオ
ト
プ
ニ
ン
グ
。
歓
声
に

包
ま
れ
て
総
延
長
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
及

ぶ
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
。
そ
の
真
上
で
五
色

に
彩
ら
れ
た
光
の
花
が
絢
爛
と
乱
舞
す
る

平成27年 12月 発行 発行所 :〒

電話 03(3341)6339

色づく秋山郷の林道を行く

華やいだ歓声が聞こえる女子会

(大曲会総会にて)

1620054東京都新宿区河田町66教 育情報プロジェ

FAX 03(6273)0081  e― メール :infoCe― prosip com

ク ト気付 首都圏大曲会事務局

httpi//wvハハ/supportlife info

大曲こともに

子どもたちの「ミニ花火灯籠」が行く(第 6回四ツ屋まつり)

びらけ行

首都圏大曲会会報 第20号

見晴らしの良い大曲厚生医療

センターの屋上庭園
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燿

栗林市長を日んで話は大いに盛り上がる
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秋田県特日」識培晨産物認証
＊
内

城

菌

農

法

画
期
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮

す
る
内
城
菌
は
、
従
来
厄
介
者
と
し
て
処
理
さ
れ

て
き
た
食
物
、
魚
肉
、
野
菜
等
か
ら
出
る
．生
ゴ
ミ

を
、
有
機
肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
こ

れ
で
土
壌
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
植
物
は
栄
養
分
を

吸
収
し
易
く
な
り
、
Ｖヽ
」
に
有
機
肥
料
に
よ
る

「内

城
菌
農
法
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
　

生
産
者
佐

藤
久
男
氏
の
こ
だ
わ
り
は
、
こ
の
肥
料
を
使

っ
て

生
産
す
る
安
全

・
安
心

の
有
機
米

『
ア
キ
タ
コ
マ

チ
』
で
す
。

華濠一雛難難鶴

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

〓
機
〓
摯
〓
一〓
事
な
一

有1機1米 一わ一だ
一ン
Ｌ
一

・Ｆ

・

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614

‐住所⇒ 〒

お名前⇒

電 話⇒

◎大変ご好評を頂いております『こだわり米のアキタコマチ』は生産量に

限りがございます。今年も新米はきわめて良い出来具合で順調に動いて

おります。売切れの節はご容赦くださいますようお願い中し上げます。

〒014‐0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男

電話 0187(66)1702  Fax01 8 7(62)5614

肥
料
成
分
偽
装
問
題
に
よ

る
秋
田
県
特
別
栽
培
農
産

物
の
再
認
証
に
つ
い
て

こ
の
度
の
太
平
物
産
に
よ
る

肥
料
成
分
偽
装
問
題
は
、
秋
田

県
農
産
物
に
対
す
る
信
頼
が
損

な
わ
れ
る
も
の
と
し
て
憂
慮
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
公
益

社
団
法
人
秋
田
県
農
業
公
社

（三
浦
庄
助
理
事
長
）
は
、
上

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
秋
田
県

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
」
交
付

済
み
の

一
七
二
団
体
に
つ
い
て

再
判
定
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
佐
藤
久
男
さ
ん
の
所
属
す

る
団
体
は
基
準
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
認
知
通

知
証
が
再
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
安
心
の
上
お
買

い
求

め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

特別栽培こだわり米 5 kg'撻 10 kg袋 25 kg'軽

①減農薬 化学肥料不使用
(内城菌有機肥料のみ散布土壌 )

3,000円

(    個)

5,000円

(    個)

11,500円

(    個)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 400円

②減農薬 化学肥料40%使用
(内城菌有機肥料+化学肥料散布土壌)

2,300円

( 個 )

3,800円

( 個 )

9,000円

( イ固)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 400円

ご注文合計数 ( 個 ) ( イ固) ( 個 )

品物 十送料合計 円 円 円
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『ふるさと大曲』第 20写

こでられ|ね

～

蠍鼈 大集合2016

1月 9日 (土)⇒11日 (祝 )

場所 :横浜。八景島シーパラダイス

*「 こでられねJは 秋田弁で「これ以上ない」
という意味です。

秋
田
県
雪
ま

つ
り
実
行
委
員
会

（横
手
市
、
男
鹿
市
、
大
仙
市
な
ど
）

主
催
の

「
こ
で
ら
れ
ね
～
秋
田
大
集

合
２
０
１
６
」
が

一
月
九

日
か
ら

十

一
日
ま
で
、
横
浜
の
人
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
『八

景
島
に
秋
田
が
出
現
―
』
と
こ
こ
数

年
、
お
正
月
明
け
に
開
催
し
て
い
ま

す
が
毎
年
家
族
連
れ
で
賑
わ

っ
て
い

ま
す
。

「大
曲
納
豆
汁
」も
参
加

な
ま
は
げ
や
か
ま
く
ら
な
ど
の
他

に
、
大
仙
市
か
ら
は

「大
曲
の
花
火

∽
国
〇
ヨ
」
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
ま

た
秋
田
の
ご
当
地
グ
ル
メ
も
大
集
合

し
ま
す
が
、
大
仙
市
か
ら
は
大
山
納

豆
汁
旨
め
も
の
研
究
会
の

「
大
曲
納

豆
汁
Ｌ
３
５
０
円
）
が
参
加
し
ま
す
。

お
正
月
明
け
、
三
連
体
の
中
の

一

日
、
ゞ
」
家
族
、
お
友
だ
ち
と
誘

い
合

っ

て
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
．

首
都
圏
大
山
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
２。
号

目

　

次

◇
平
成
２７
年
度

首
都
圏
大
曲
会
総
会

・
懇
親
会

食
べ
て
、
飲
ん
で
、
語

つ
て
　
み
～
ん
な
笑
顔
だ

っ
た

力

絢
爛
豪
華
☆
世
界

一
第
８９
回
全
国
花
火
競
技
大
会

「大
曲
の
花
火
」

【第
６
回
】
四
ツ
屋
ま
つ
り

◇
だ
い
せ
ん
の
若
者
た
ち

街
を
あ
げ

て
、
官
民
あ
げ

て

結
束
す
る
大
き
な
中
心
に
　
　
佐
藤

物
産
フ
ェ
ア
　
２
０
１
５

ｉｎ
有
楽
町

◆
総
会
に
出
席
し
て

◆
大
仙
市
　

小ヽ
る
さ
と

□
大
仙
市
で
活
躍
す
る
企
業
訪
問
シ
リ
ー
ズ
⑩

産
業
用
の
混
成
集
積
回
路

光
山
電
気
工
業
株
式
会
社
　
秋
田
工
場

こ
で
ら
れ
ね
―
　
秋
田
大
集
合
　
３

話
題
を
追

っ
て
　
２３

ふ
る
さ
と
納
税
　
１９

首
都
圏
大
曲
会
役
員
　
２７

会
員
の
ひ
ろ
ば
　
朱
華

・
黒
皮
羽
生
　
２６

思
い
出
の
中
の
景
色
　
鈴
木
　
繁
　
２７

会
報

「
ふ
る
さ
と
大
山
」
編
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
　
２７

編
集
後
記
　
２７
　
（写
宣
協
力

大
仙
市
）

カ
メ
ラ
紀
行

（深
山
に
秋
色
を
訪
ね
る

霧
ヶ
堕
口同原
＆
秋
山
郷
）
　

斎
藤
　
貞
助

24

地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
定
着

辻

卓

也

1420

・

・

・

・

´
伝

・．

〉

〓
日知
】
第
７
回
　
東
京
で

『大
山
の
花
火
』
を
観
る
会

付
　
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

二
月
二
十
日

（土
）

鰈‐『『
1蛹 財

ξ藤義
ば    

｀
・・

しヽ

資壕鷲撮浄,

事織機Iヽ各

お うちで食べ よう|

株式会社タカヤナギ
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平成27年度

首都圏大曲会 会・懇親会

帝
国
ホ
テ
ル
「光
の
間
」

ヒ
マ
ワ
リ
が
歓
迎
し
て
く
れ
た

祝辞を述べる栗林大仙市市長

活動報告をする大釜会長

首都圏大曲会/平成27年度総会が 8月 1

日土曜日、午前11時 30分 より、東京・千代

田区の帝国ホテル「光の間」で開催されま

した。真夏ではあってもこの日はそれほど

の猛暑ではなく、lCXl名 を越す会員とともに

秋田県並びに大仙市からは栗林大仙市長を

始め多 くの関係者総勢150名 の参加のもと、

賑やかに楽しく行なわれました。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日
、

旧
大
山
市
を
中
心
に
八
市
町
村
が

一
緒
に
な

っ
て
大
仙
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。
今
年
三
月
二
十
二
日
、

大
曲
市
民
会
館
で
十
周
年
を
祝
う

記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
首
都
圏
の
各
ふ

る
さ
と
会
代
表
も
招
か
れ
大
仙
市

十
歳
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

各
ふ
る
さ
と
会
も
、
大
仙
市
全

地
域
を
ふ
る
さ
と
と
捉
え
る
イ

メ
ー
ジ
が
、
徐
々
に
強
く
な

っ
て

来
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

今
回
首
都
圏
大
曲
会
総
会
に
は

栗
林
大
仙
市
長
、
大
仙
市
議
会
議

長
代
理
と
し
て
児
玉
市
議
、
大
曲

商
工
会
議
所
賢
木
副
会
頭
、
秋
田

県
東
京
事
務
所
か
ら
は
牧
野

一
彦

所
長
、
秋
田
魁
新
報
社
東
京
支
社

の
小
林
支
社
長
も
出
席
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
全
ふ
る
さ

と
会
か
ら
の
参
加
は
、
大
仙
市
在

京
ふ
る
さ
と
会
の
結
束
が
力
強
く

示
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
妙
乃
湯
、
都
わ
す
れ
の
佐

藤
京
子
女
将
、
黒
湯
温
泉
池
田
佳

子
社
長
、
「
こ
だ
わ
り
米
ア
キ
タ
コ

マ
チ
」
の
佐
藤
久
男
氏
、
秋
田
清

酒
の
伊
藤
洋
平
社
長
、
「秋
田
民
報
」

佐
藤
力
社
長
な
ど
、
常
に
ご
支
援

を
頂
く
各
社
か
ら
の
出
席
も
花
を

添
え
ま
し
た
。

総
合
司
会
は
大
友
律
子
副
会
長
。

総
会
に
先
立
ち
大
釜
会
長
は
挨
拶

の
中
で
、
「大
仙
市
誕
生
十
年
の
力

強
い
歩
み
と
と
も
に
、
大
曲
を
ふ
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る
さ
と
に
持

つ
私
た
ち
も

共
に
、
生
ま

れ
育

っ
た
ふ

る
さ
と
の
発

展
に
貢
献
で

き

る

よ

う
、

積
極
的
に
活

動
し
、
努
力

を
重
ね
て
行

）ヽ
つ
」
ル
ニ
ム

く
呼
び
か
け

ま
し
た
。

総
会
は
最

初
に
、
役
員

改
選
案
が
提

鸞

饉
磯

――――――

奪

〓

〓

〓

●

■

●

〓

■

―

―

―

．

一零
炸
甦畔鱚
新
弄
婦

示
さ
れ
ま
し
た
。
役

員
任
期
は
規
約
で
二

年
と
な

っ
て
い
ま
す

が
、
再
選
も
可
能
と

い
う
こ
と
か
ら
、
三

役
会
、
幹
事

会

で
、

現
在

の
活
動
と
推
進

等
を
中
心
に
議
論
を

し
、
そ
の
結
果
を
総

会
に
提
案
を
し
ま
し

た
。
提
案
に
は
特
に

異
論
も
な
く
、

２７
頁

掲
載

の
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
続

い
て

昨
年
度

の
活
動
並
び

に
会
計
報
告
、
監
査

報
告
、
本
年
度
活
動
案
並
び
に
予

算
案
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
ま

ず
初
め
に
栗
林
大
仙
市
長
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。
「懸
案
だ
っ
た
大

曲
駅
前
開
発
事
業
も
順
調
に
進
ん

で
い
る
こ
と
。
市
民
の
力
が
大
仙

市
の
十
年
を
築
い
て
来
て
い
る
こ

と
。
ふ
る
さ
と
会
か
ら
も
力
強
い

声
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
現

況
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

「大
仙
市
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
災
害

も
な
く
、
田
畑
の
出
来
は
比
較

的
順
調
」
と
、
児
玉
市
議
会
議

長
代
理
の
挨
拶
、
大
仙
市
ま
ち

づ
く
り
課
の
田
口
美
和
子
主
幹

か
ら

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
協

力
に
対
す
る
感
謝
と
改
め
て
の

お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

賢木大曲商工会議所副会頭

総合司会を務めた大友副会長

ギふだ[扁IIt綺

な
瑯
】
．
　

納
税
」
を
説
明
し
た
ま
ち
づ
く
り
課
田
□

美
和
子
主
幹

食べて、飲んで、語つて、

広い帝国ホテル「光の間」はゆつたりとした総会を演出する

〒014-1201 秋田県仙北市田沢湖生内字黒湯沢2-1

TEL 0187-46-2214 FAX 0187-46-2280

HP httpノ/www kuroyu com

二 湯 浸 象

多し′,1温 泉郷

Jr大 曲商工会議所
会頭 佐々木 繁治

〒014_0027 秋田県大仙市大曲通町1-13
TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
E― lllail:kaigishO@Omagari hanabicom
URL:http://www.Omagari― cci.com



同
じ
学
校

あ
あ

ふ
る
さ
と
の
香
り
が
す
る
！

総
会
終
了
後
、
お
待
ち
兼
ね
の

懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。
今
回
か

ら
大
曲
地
区
は
み
ん
な

一
緒
と
い

う
意
識
か
ら
、
昨
年
ま
で
の
出
身

地
区
別
の
座
席
を
取
り
止
め
、
旧

村
や
町
の
境
を
越
え
て
思
い
思
い

の
友
人
で
固
め
た
座
席
は
文
字
通

り
和
気
藷
々
。
懇
親
会
は
、
プ
ロ

の
歌
あ
り
踊
り
あ
り
。
毎
年
呼
び

物

の
津
軽
三
味
線
は
追

っ
か
け
も

出
る
ほ
ど
の
人
気
。
そ
し
て
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
築
地
副
会
長

の
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
司
会

で
進
め
ら
れ
た

「
お

楽
し
み
福
引
き
大
会
」。

「乾
杯
！
」
は
大
仙
市

の

条
例
に
則
り
日
本
酒
で

毎
年
総
会
に
は
秋
田
清
洒
か
ら

卜

摯

みんな仲間。懐かしい人 が々■堂に揃えば誰もが一つの心になる

写
真
上
は
、
ち
よ
っ
と
気
取
っ
て

同
級
生
で
す
か
？
　
下
は
、
市
長

を
囲
ん
で
各
テ
ー
ブ
ル
は
、
大
曲

の
話
題
で
大
い
に
賑
わ
っ
た

驀鸞驚簿難鷲難難轟購磯雛
畿爾藩文欝警獲鐵:卜‡

::::::::::::111::11111111111111

お
祝
い
と
し
て
、
お
馴
染
み
の
銘

酒

「刈
穂
」
「出
羽
鶴
」
が
大
山
商

工
会
議
所
を
通
じ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
か
ら
、
鈴

木
酒
造
店
の

「秀
よ
し
」
が
加
わ

り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
酒
蔵
に
も

心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

乾
杯
の
発
声
は
大
山
商
工
会
議

所
の
賢
木
副
理
事
長
で
す
。
大
山

花
火
倶
楽
部
の
顧
間
で
も
あ
り
、

『ふ
る
さ
と
大
曲
』
で
は
毎
回
、
大

山
の
花
火
の
解
説
を
執
筆
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
の
で
広
く
お
馴
染
み
。

今
年
の
花
火
大
会
の
大
成
功
に
も

祈
り
を
込
め
て
全
員
芦
高
ら
か
に

乾
杯
を
し
ま
し
た
。

乾
杯
が
済
む
と
各
テ
ー
ブ
ル
、

堰
を
切

っ
た
よ
う
に
、
秋
田
弁
、

東
京
弁
入
り
交
じ

っ
て
久
し
ぶ
り

に
仲
間
同
士
で
話
が
弾
み
ま
す
。

市長を中心にすつかり小学校時代へ戻つた仲間たち
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攣
彗

Ｊ

凸

【

写
真
は
上
も
右
も
、
賑
や
か
な
雰

囲
気
。
今
日
の
栗
林
市
長
は
フ
ル

稼
動
。
訪
れ
る
各
テ
ー
ブ
ル
で
は

ど
こ
も
大
歓
迎

浪曲の富士琴美さん。今日は民謡を

唄つて大サービス。替え歌も披露し

て拍手喝来の人気だつた

来年の総会は8月 6日 。「みなさ

ん元気でお会いしましょう」と

お開きの辞を述べる首都圏大曲

会鈴木副会長

神すぎる歌姫 結香さん。ぐんと成長し

て各席からは引つ張りだこ。故郷オマー

ジュソング「ねえ」がヒット中だ

今
年

の
総
会

で
出
演
頂

い
た

方
々
は
次

の
通
り
で
す
。

第

一
部
は
、
古
く
は
大
曲
会

の

世
話
役
を
務
め
、
現
在
も
現
役

フ

ラ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
高

田
洋
子
さ
ん
．
浅
車

の
木
馬
座
を

本
拠
に
活
躍
す
る
浪
山

の
富
十
琴

美
さ
ん
．
今
回
は
民
謡

の
千
葉
ト

シ
子
さ
ん
が
他

の
土
地
で
の
出
演

と
重
な

っ
た

こ
と
か
ら
お
休

み

だ

っ
た
た
め
、
民
謡
大
好
き

の
大

曲
会
会
員
の
気
持
を
汲
ん
で
、
民

謡
を
歌

い
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
く
だ

さ

い
ま
し
た
。

第
二
部
は
若
手

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
っ
内
小
友
出
身
で
大
曲
高
校
、

千
葉
大
出
身

の
結
香
さ
ん
．
故
郷

を
離
れ
て
頑
張
る
人
達
を
応
援
す

る
「
ね
え
」
．
着
実
に
ヒ
ッ
ト
中
で
、

こ
の
日
も
神
が
か
り
の
声
と

い
わ

れ
る
透
き
通

っ
た
声
が
人
人
気

出
席
者
か
ら
温
か

い
応
援

の
眼
差

し
が
注
が
れ
て
い
ま
し
た
〓
そ
し

て
ス
テ
ー
ジ
の
大
ト
リ
は
、
津
軽

三
味
線
で
す

っ
か
り
お
馴
染
み
の

畠
山
光
洋
さ
ん
。
民
謡
家
族
に
生

ま
れ
た
環
境
は
争
え
ず
、
現
在
は

津
軽
三
味
線
に
精
進
す
る
と
と
も

に
尺
人
の
稽
古
に
も
励
む
民
謡
界

の
麒
麟
児
。
こ
の
日
は
立
派
に
ト

リ
を
務
め
、

フ
ロ
ア
か
ら
は
ア
ン

コ
ー
ル
の
声
も
か
か

っ
て
い
ま
し

た
。築

地
副
会
長

の
リ
ー
ド
で

好
評

！
お
楽
し
み
抽
選
会

毎
年
大
好
評
の
お
楽
し
み
抽
選

会
は
今
年
も
人
気
を
呼
び
ま
し

た
。
も
の
づ
く
り
課
の
肝
入
り
で
、

当
選
点
数
を
多
め
に
作

っ
て
く
だ

さ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
天
７
年
は

当
選
者
が
多
く
て
豪
華
で
す
ね
」

と
、
司
会
の
軽
妙
な
話
術
に
乗
り

な
が
ら
弾
ん
だ
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
楽
し
い
景
品

は
、
大
曲
地
区
や
首
都
圏
大
山
会

と
関
わ
り
の
深

い
企
業
や
店
舗
か

ら
ご
提
供
頂

い
て

い
る
も

の
で

す
。
出
席
者

の
中
に
は

「
こ
れ
が

楽
し
み
」
と
、
身
を
乗
り
出
し
て

は
、
明
る
い
声
で
、
子
ど
も
に
帰

っ

て
い
る
人
も

い
て
、
毎
年
お
楽
し

み
抽
選
会

の
人
気
は
尋
常
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
参
加
者

の
気
持
を

一

つ
に
し
、
ふ
る
さ
と

の
雰
囲
気

の

中
で
楽
し

い
総
会
兼
懇
親
会
は
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
記
念
品
は

大
曲
産

「
ア
キ
タ

コ
マ
チ
」

高
関
　
佐
藤
久
男
さ
ん
提
供

こ
こ
数
年
、
毎
日
参
加
記
念
品

を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
は
大
仙

市
高
関
在
住
の
佐
藤
久
男
さ
ん
で

す
。
佐
藤
さ
ん
は
総
会
の
他
に
、

毎
年
二
月
に
開
催
す
る

「東
京
で

大
山
の
花
火
を
観
る
会
」
で
も
同

様
に
参
加
記
念
と
し
て

「
こ
だ
わ

り
米
の
ア
キ
タ
コ
マ
チ
」
を
提
供

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

な
お
平
成

二
十

八
年
度
総
会

は
、
八
月
六
日

（土
）
、
帝
国
ホ

テ
ル

「
光

の
問
」
で
開
催
さ
れ
ま

す
。ど

う
ぞ
今
か
ら
予
定
に
お
繰
り

入
れ
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願

い

た
し
ま
す
。

民謡界は津軽三味線の麒麟児と呼ばれて

畠山光洋さん。アンコールの声が飛んだ

ベテラン会員の高田洋子さんは

フラダンスをこ披露

一一一一一一一一一畿
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首都圏大曲会

吉束する大きな力の中心に

秋田民報社 社長

佐 藤  力 sat5■ kara

1総会に出席|して

今
年
８
月
１
日
、
東
京

・
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
首
都
圏
大
山
会
の

総
会
に
は
、
地
元
大
山
か
ら
も
多
数
の
名
士
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
に
地
元
紙

「秋
国
民
報
」
の
佐
藤
力
社
長
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
マ
ス
コ
ミ
人
の
日
か
ら
見
た
首
都
圏
大
曲
会
を
語

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

首
都
圏
大
曲
会
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
存
在
意
義
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。大

仙
市
は
合
併
し
て
１０
年
ｃ

よ
う
や
く
各
市
町
村
民
が
互
い

の
町
の
事
情
を
知
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
農
業
、
経
済
、
福

祉
各
分
野
の
行
政
政
策
や
民
間

活
動
も
、
旧
市
町
村
の
壁
は
低

く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
旧
大
山
市
は
四
ツ

屋
、
花
館
、
西
根
、
内
小
友
、

藤
本
、
大
山

の
各
地
域
が
昭
和

の
人
合
併
を
契
機
に

一
つ
に
な

り
ま
し
た
が
、

４０
年
か
か

っ
て

も
な
か
な
か
溝
は
埋
ま
り
に
く

か

っ
た
の
で
す
。
今
、
大
仙
市

と
し
て
新
た
に
大
き
な
結
東
力

を
求
め
ら
れ
る
時
に
、
大
曲
は

そ
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
強

く
求
め
ら
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
急
速
に
向
か

う
秋
田
県
。
大
仙
市
、
県
南
地

区
、
秋
田
県
人
と
し
て
ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ
ィ
を
持
ち
な
が
ら
、

地
域

の
誇
り
を
忘
れ
な

い
首
都

圏
大
曲
会
で
あ

っ
て
ほ
し

い
。

帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
首
都

圏
大
曲
会
総
会
こ
出
席
の
こ
感
想

を

・
・
・

こ
の
会
は
大
山
市
時
代
か
ら

続

い
て
い
る
会
で
、
大
山
市
出

身
者
に
と

っ
て
は
、
大
き
な
情

報
収
集

の
場
で
あ
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
右
年
層
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広

い
年
齢

層
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

私
も
会
場
で
、
私
の
親
父
の

友
人
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
ｃ

帰

っ
て
父
に
話
し
た
と
こ
ろ
大

変
懐
か
し
が

っ
て

い
ま
し
た
。

帝
国
ホ
テ
ル
で
の
開
催
は
今
後

も
ぜ
ひ
続
け
て
欲
し

い
で
す
。

「
大
曲

の
花
火
」
上
映
に
は

首
都
圏
大
曲
会
会
員

の
知
り
合

い
に
も
参
加
頂
き
、　
一
緒
に
観

賞
し
て
貰

い
た

い
と
思

い
ま
し

た
。

大
曲
は
横
、
あ
る
い
は
年
代

別
に
出
身
校

の
つ
な
が
り
が
強

い
土
地
な
の
で
、
年
代
や
出
身

校
別

に
座
席
を
決

め

て
頂

け

ば
、
地
元
か
ら
参
加
す
る
若

い

人
々
に
も
わ
か
り
易

い
し
、
話

題
も
出
や
す

い
で
し
ょ
う
。

首
都
圏
大
曲
会
へ
の
期
待
や
要
望

な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

当
社
が
発
行
す
る

「秋
田
民

報
」
は
週
３
回

の
発
行

で
す
。

地
元
記
事
も
多
く
高
齢
者
に
は

特
に
歓
迎
さ
れ
、
首
都
圏
に
も

長
期
購
読
者
が
い
ま
す
。
逆
に

姉
妹
社

の
仙
北
印
刷
所
が
発
行

す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る

「∪
り
①ヽ
′

Ｑ
ア
ィ
ー
プ

レ
ス
）

に
こ
の
１
年
間
、
在
京

の
大
山

出
身
者
に
コ
ラ
ム
を
書

い
て
い

た
だ
き
大
変
好
評
で
し
た
。
会

の
中
か
ら
、
「
大
曲
人
頑
張

っ

て
い
ま
す
」
と
、
存
在
を
示
す

情
報
を
、
地
元
大
曲
に
発
信
し

て
ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。
そ
し

て
地
元
大
曲
地
区
の
情
報
も
収

集
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し

い
。
微

力

な

が
ら
弊
社
も
協
力

し
ま

す
。
「）
「
①
ａ
（デ
ィ
ー
プ
レ
ス
）

は
、
有
楽
町
の

「
秋
田
ふ
る
さ

と
館
」
、
品
川
の

「あ
き
た
美
彩

館
」
に
毎
月
末
に
送

っ
て
い
ま

す
。
「秋
田
民
報
」
の
お
問
合
せ

は
、
大
仙
市
大
曲
栄
町
１０
１
２２

秋
田
民
報
社
、

一嘔
〓繭
　
Ｏ
Ｈ
∞
べ
‐Ｏ
ω
‐い
ＨＮ
Ｎ

『
＞
Ｘ
ｏ
］∞
下
ｏ
｝
『
Ｏ
Ｈ
ｏ
で
十
フ。

変
動
著
し
い
現
代
社
会
で
首
都
圏

大
曲
会
の
、〈
フ
後
の
活
動
に
つ
い
て
。

大
仙
市
は
全
国
の
各
地
方
都

市
と
同
じ
よ
う
に
、
少
子
高
齢

化

の
問
題
を
抱
え

て

い
ま
す
。

今
後
、
大
山

へ
移
り
住
も
う
と

い
う
方

へ
の
情
報
提
供
や
、
そ

の
窓
日
と
し
て
存
在
し
て
欲
し

い
。
同
時
に
秋
田
県
や
大
仙
市

を
訪

て
み
た

い
若
者
た
ち
や
、

外
国
人
な
ど
に
こ
れ
ら
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
団
体

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
有
難

い
と
思

い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
貴
重
な
お
話
や
こ
提

言
を
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
こ
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

未
成
年
者
の
方
に
は
お
酒
を
お
販
売
し
ま
せ
た
。

（
名

）
鈴

木

酒

造

店

大

仙
市

長

野
字

二
日
町
９

電
話
０
１
８
７

５
６
１
２
，
２
１

嶋
婆
飩
鐵
一購
緑

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
口
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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鰊

さ
二
』
物
産
フ
ェ
ア

″
大
曲

の
花
火
″

で
知
ら
れ

る
大
仙
市

は
、
自

然
公

園

や

滝

・
渓
流
な
ど
の
名
勝
、
樹
齢

数
百
年
と
言
わ
れ
る
名
木
、
巨

木
も
多
く
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や

野
や
山

の
散
策
が
楽
し
め
る
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。ま

た
そ
れ
と
と
も
に
、
秋
田

県

の
代
表
的
な
郷
土
料
理
を
初

め
色

々
な
漬
物
、
新
鮮
野
菜
、

ス
イ
ー
ツ
類
。
こ
れ
ら
数

々
の

美
味
し

い
食

べ
物
は
他
県
、
他

地
区
に
大

い
に
自
慢
で
き
る
と

こ
ろ
で
す
。

そ
れ
ら
に
加
え
て
特
に
強
調

し
た

い
と
こ
ろ
は
酒
蔵
の
多

い

と

こ
ろ
。
今

回

の

フ

ェ
ア
で

観
光
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
は
ク大
曲
の

花
火
″
を
映
像
で
紹
介
。
三
十
号

玉
が
目
を
引
い
て
い
た

宣
伝
と
販
売
を
目
的
に
大
仙
市
が
直
接
東
京
の
ど
真
ん
中
で

「
ふ
る
さ

と
物
産
フ
ェ
ア
」
を
開
始
し
て
三
年
に
な
り
ま
す
。
今
年
も
１０
月
１６
～
‐７

日
の
両
日
、
東
京

・
有
楽
町
駅
前
広
場
で
開
催
、
大
好
評
で
し
た
。

頭上を東海道新幹線が通つていく有楽町駅前の催事広場。東京の一等地だ

銀座へ抜ける近道だから昼夜を問わず人が通る

懐かししいお菓子売り場も人気を呼んだ

機一一一一一爾
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は
、
市
内
９
蔵
元
の
銘
酒
が
総

揃
い
。
も
と
も
と
県
内

一
の
米

の
生
産
地
で
あ
る
仙
北
平
野
を

控
え
、
良
い
水
、
良
い
米
、
そ

し
て
災
害
が
少
な
く
人
々
の
情

が
豊
か
と
来
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
も
、
こ
の
地
域
は
昔
か
ら
銘

酒
の
出
ど
こ
ろ
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
大
曲
納
豆
汁
」
や

「
き
り
た
ん
ぼ
」
も
大
好
評
！

会
場
で
は
大
仙
市
な
ら
で
は

饂

麒
鬱
|も
|の
特繁

の

「大
曲
納
豆
汁
」
や
秋
田
名

物
の

「き
り
た
ん
ぽ
」
が
提
供

さ
れ
大
好
評
で
し
た
。

会
場
か
ら
は
東
海
道
新
幹
線

も
眺
め
ら
れ
、
そ
れ
は
新
幹
線

の
中
か
ら
も
良
く
見
え
る
こ

と
。
東
京
駅
到
着
を
前
に
見
る

「
大
仙
市
の
職
旗
」
は
、
そ
れ

だ
け
で
宣
伝
効
果
バ
ツ
グ
ン
で

し
た
。

な
お
千
円
以
上

の
お
買

い

物
を
し
て
く
れ
た
お
客
様

に

は
、
大
仙
市

の
特

産
品
等
が
当
た
る

抽
選
も
新
し
い
試

み
で
大
好
評
。
あ

ま
り
の
人
気
に
最

終
時
間
ま
で
持
た

ず
、
予
め
の
予
告

通
り
、
途
中
で
ス

ト

ッ
プ
す
る
ほ
ど

の
盛
況
で
し
た
。

千円以上購入者には特産品が当たる抽選

券がつく。これも大好評だつた
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健康にも美容にも良しとする「大曲納豆汁」は大好評。
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第80回全国花火競技大会 大 曲 の 花 火

内
閣
総
理
大
臣
賞

・
創
造
花
火
の
部

・
優
勝

（腕
）
イ
ケ
ブ
ン
＝
静
岡
県

「宇
宙
誕
生
―
ビ
ツ
グ
バ
ン
現
象
と
華
一麗
な
る
星
々
」

30号玉 昇曲導段咲小花付

大輪黄金しだれ菊

その質においてまた華やかさ、豪華さにおいて、右に出る大会

はないと評判を呼ぶ全国花火競技大会「大山の花火J。 まさにそ

れは、「世界一 IJの呼び声に相応しい花火大会です。

今年第89回 目の大会を迎えて8月 22日 (上 )、 大仙市の雄物川河

光の花園 大曲の夜空を華やかに彩る

畔の特別会場で盛大に行われました。大会一週間前から始まった

「大山の花火ウィーク」も定着。子どもからベテランまで街は花

火一色に塗り同められ、花火見物に訪れた人々を巻き込み、今年

も「大曲の花火」は大いに盛り上がりました。

平成27年 (2015年 )12月

-10-

大会提供「あさきゆめみし」 日本最古の長編小説であり世界的古典として矢□られる「源氏物語」。平安中期、紫式部によつて

書きあげられた54帖に及ぶ長編。その現代語訳から「あさきゆめみし」が大会提供のテーマに選ばれました。もののあわれを

光と音で表現して、伝統の花火大会にふさわしい一大スペクタクル



大
仙
市
は
全
国
か
ら
花
火
見
物

に
集
ま

っ
て
く
る
観
客
が
、
楽
し

く
安
全
に
見
物
で
き
る
よ
う
に
、

色
々
と
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
大
会
直
前
に
大
雨
だ

っ

た
こ
と
か
ら
、
約
１
１
２
平
方
ｋｍ

の
花
火
打
ち
上
げ
場
に
、
水
が
溜

ま
ら
な
い
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
足
腰
の
不
自
由
な
人
や
高

齢
者
に
配
慮
し
、
観
覧
席
に
椅
子

席
を
導
入
し
ま
し
た
。
各
地
で
事

故
が
発
生
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を

使

っ
た
空
中
撮
影
は
禁
止
す
る
な

ど
、
来
場
す
る
方
々
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
策
を
積
極
的
に
取

入
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
５
０
０
研
の

ナ
イ
ア
ガ
ラ
付
き
ス
タ
ー
マ
イ
ン
。

東
京
都
ホ
ソ
ヤ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ特別プログラム「光の彼方へ」 昨年度第88回大会で内閣総理

大臣賞を受賞した茨城県の野村花火工閉式会社の提供である

花
火
の
街
を
ア
ピ
ー
ル

駅
前
に
花
火
玉
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

８
月
８
日
、
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
西
日

で
花
火
玉
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

直
径
約
３
日
の
大
き
な
花
火
玉

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
福
田
勝
洋
さ

ん

（大
曲
）
が
、
水
槽
タ
ン
ク
な

ど
を
材
料
に
し
て
製
作
。
昨
年
は

丸
子
橋
際
の
花
火
ウ
イ
ー
ク
会
場

に
展
示
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
市
に
寄
贈
さ
れ
て

い
ま
し
た
）
市
は
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し

て
訪
れ
た
方
に

「花
火
の
街

。
大

駅
頭
ｆ
太
鼓
が
出
迎
え

仙
市
」
を
印
象
づ
け
て
貰
お
う
と

大
山
駅
に
協
力
を
求
め
、
同
駅
西

日
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

大
山
の
花
火
ウ
ィ
ー
ク

今
年
も
多
彩
な
催
し
で
賑
わ
う

「大
曲
の
花
火
」
を
大
い
に
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
本
番
を
前
に
し
た

「大
山
の
花
火
ウ
イ
ー
ク
は
、
８
月

‐６
日
、

２‐
日
、

２２
日
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

大
山
駅
に
降
り
立
つ
方
々
を
歓

迎
す
る
大
曲
太
鼓
道
場
の
大
鼓
、

二
百
貫
神
輿
渡
御
＆
ま
と

い
演

舞
、
学
年
別
尻
相
撲
横
綱
決
定
戦
、

至
福

の
花
火

「
日
替
わ
り
花
火

シ
ョ
ー
」
な
ど
多
彩
な
催
し
。
花

火
の
街

へ
の
お
客
様
を
、
大
歓
迎

の
お
も
て
な
し
は
喜
ば
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

招
待
事
業
は
今
年
も
実
施

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
つ
な
げ

た
い
と
震
災
後
毎
年
実
施
し
て
い

る

「
『大
山
の
花
火
』
被
災
者
招
待

事
業
」
は
、
今
年
で
５
回
目
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
宮
城
県
気
仙
沼
市
、
南

三
陸
町
、
岩
手
県
官
古
市
、
大
槌

町
の
被
災
者
の
ほ
か
、
大
仙
市
を

含
む
秋
田
県
南

へ
避
難
し
て
い
る

２
２
０
名
の
方
を
招
待
し
、
皆
さ

ん
を
元
気
づ
け
ま
し
た
。

１０
号
玉
の
部
　
優
勝
　
秋
田
県
大
仙
市

・
小
松
煙
火
工
業
株
式
会
社

左
の
写
真
は
、
芯
入
割
物
ヨ
升
天
銀
竜
五
重
芯
変
化
菊
」
下
は
自
由
玉
「茜
空
（あ
か
ね
ぞ
ら
）

『お、るさと大曲』第20号
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我
れ
ら
が
古
里

大
曲
の
誇
リ

観
客
７‐
万
人
余

１
万
八
千
発
に
酔
う

短

い
東
北
の
夏
を
惜
し
む
大
イ

ベ
ン
ト
、
第

，
回
全
国
花
火
競
技

大
会

「大
曲
の
花
火
」
が
今
年
８

月
２２
日
、
大
仙
市
大
曲
の
雄
物
川

河
畔
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
夜
雄
物
川
河
畔
に
繰

り
出
し
た
花
火
の
見
物
客
は
７‐
万

人
。
降

っ
た
り
止
ん
だ
り
、
気
を

揉
ま
せ
た
雨
模
様
が
影
響
し
て
、

例
年
よ
り
も
や
や
少
な
め
。

今
年
の
大
会
テ
ー
マ
は

「行
雲

流
水
　
日
々
新
　
そ
の
先
へ
」。

全
国
の
花
火
師
の
中
か
ら
選
び

抜
か
れ
た
精
鋭
２８
業
者
が
、
こ
の

夏
も
華
々
し
く
そ
の
腕
を
競
い
ま

し
た
。

夕
方
６
時
５０
分
、
夜

の
部
の
開

始
を
告
げ
る
号
砲
大
雷
が
西
山
に

こ
だ
ま
し

て
鳴
り
響
く
頃
、

雨
雲
は
退
散
し
て
天
空
に
は

月
が
輝
き
、
遠
来

の
観
客
か

ら
は

「
さ
す
が
、
大
曲

の
花

火
」
と
、
早
く
も
感
動
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

明
治
４３
年
、
諏
訪
神
社
祭

典

の
余
興
と
し
て
始
ま

っ
た

こ
の
花
火
大
会
は
、
今
日
ま

で
戦
争
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン

ト

で
中
断

も
あ
り

ま

し
た

が
、
多
く

の
関
係
者

の
努
力

で
来
年
は
９０
回
。
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

直
径
３
０
０
屑
に
及
ぶ
大

輪

の
花
を
咲
か
せ
る
１０
号
玉

の
芯
入
り
割
物
と
自
由
玉
。

こ
の
大
会
か
ら
始
め
ら
れ
た

創
造
花
火
も
話
題
と
な
り
全

国

か
ら
世

界

へ
と

「
大

曲

の
花
火
」
は
伝
統
を
受
け
継

ぎ

つ
つ
、
ま
さ
に
我
ら
が
古

里
大
曲
の
誇
り
と
な
り
ま
し

た
。毎

年
呼
び
物
と
な

っ
て
い

る
大
会
提
供
花
火
、
今
年

の

テ
ー

マ
は

「
あ
さ
き
ゆ
め
み

し
」。
も

の
の
あ
わ
れ

の
情

趣
で
統

一
し
な
が
ら
描
く
日

本
最
古

の
長
編
小
説
を
、
光

り
と
音
で
表
現
し
た
絢
爛
豪

華
な
大

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
．
最

一局
時
に
は
約
９
０
０
済

の
幅

で
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
夜

空
を
七
色

の
光
り
で
埋
め
尽

く
し
ま
し
た
。

あらた

絡雲流ホ ロ々 新 そのんヘ

華々しかつた大会のフィナーレを歌い上げる10号割物30連発

東京都ホソヤエンタープライズ

昼花火が終り、夜の部を待つまでのひととき。雨雲も動き

出し、大観衆で埋め尽くされた特設会場の雄物川河畔。

平
成
二
十
七
年

秋
田
県
清
酒
品
評
会

【珍
醸
酒
の
部
〓
純
米
酒
の
部
】知
事
藤
只
受
賞

な
民

佐
藤

贅
孔

お
蔭
様
で
今
年
も
沢
島
の
賞
を
い
た
だ
く
事
が

出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
洒
造
り
に
精
進
い
た
し
ま
す
。

社
民

齊
藤

泰
幸

グランドパレス川端 ブライグルハウス『フォレスト』

山 の 手 ホ テ ル 葬祭千の川『沙 羅』

フ オ ー シ ー ズ ン 霧 千の川『顕 彰 庵』

グランドバレス川端グループ
大仙市大曲浜町7‐3900187¨ 62日 0354
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首
都
圏
大
曲
会
主
催

「第
７
回

東
京
で
大
曲
の
花

火
を
観
て
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
」
が
２

月
２０
日

（土
）
午
後
１
時
か
ら
、
東
京
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
開
催
し
ま
す
。

花
火
の
ま
ち
大
曲
を
古
里
と

す
る
私
た
ち
は
、
首
都
圏
に
住

ん
で
い
る
に
し
て
も
大
曲
の
花

火
事
情
か
ら
目
を
離
す
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
来
年
は
９０
回

日
と
い
う
記
念
す
べ
き
大
会
と

い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
今
年
８

月
の
大
会
は
ど
の
花
火
も
力
が

入
り
ま
し
た
。
二
月
の
花
火
を

観
る
会
で
は
、
第
８９
国
大
会
の

日
時
　
２
月
２０
日

（土
）
１
時

（受
付
開
始
１２
時
３０
分
）

会
場
　
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市

ヶ
谷（私

学
会
館
）

会
費
　
５
千
５
百
円
　
消
費
税
込
み

（飲
み
物
、
花
火
弁
当
付
）

中
か
ら
特
に
感
銘
深
い
花
火
を

選
び
観
賞
し
ま
す
。
な
お
地
元

大
曲
か
ら
取
り
寄
せ
る
秋
田
銘

酒
も
楽
し
み
の

一
つ
。
花
火
弁

当
を
開
い
て
じ

っ
く
り
花
火
気

分
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
を
楽
し
む

人
も
大
勢
参
加
し
ま
す
。
参
加

す
る
人
の
中
に
は
平
素
か
ら
ノ

ド
を
鍛
え

て
い
る
人
も
多
く
、

こ
の
日
の
た
め
に
何
日
も
練
習

し
て
い
る
方
も
い
る
と
の
こ
と
。

中
良
野
会
高
階
光
義
さ
ん
が

制
作
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
も
、
懐

か
し

い
光
景

や
人

々
の
姿
を

追

っ
て
人
気
を
高
め
て
い
ま
す
ｃ

今
年
も
編
集
中
と
聞
い
て
い
ま

す
か
ら
、
懐
か
し
い
映
像
に
感

動
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
．
こ
れ

も
楽
し
み
で
す
ね
ｃ
お

一
人
の

参
加
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
．

第
７
回
大
会
へ
の
参
加

参
加
費
　
　
５
千
５
百
円

（消
費
税
を
含
む
。
花
火
弁
当
・

飲
み
物
・
参
加
記
念
品
つ
き
）

当
日
受
付
け
で
申
し
受
け
ま
す
．

お
申
込
み
は

（電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ｅ

ｉ
メ
ー
ル
で
）

①

参
加
者
名

，

名
以
上
の
団

体
で
参
加
も
歓
迎
。
代
表
者
名
を

ご
記
人
く
だ
さ
い
）

参
加
人
数

代
表
者

の
連
絡
先

（電
話
か

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

申
込
先

（首
都
圏
大
曲
会
事
務
局
）

［
電

一詰
　
Ｏ
ω
‐ω
ω
ヽ
一
ｉＯ
ω
ω
Ｏ

「
＞
Ｘ

　

Ｏ
ω
‐Ｏ
Ｎ
Ｎ
ω
‐〇
〇
∞
ニ

９

ア
ド

レ

ス

ヨ
「ｏ
◎
①
‐０
「
ｏ
ユ
０
わ
ｏ
ヨ

＊
ご
質
問
は
お
電
話
で
ど
う
ぞ
。

「第
８９
回
大
山
の
花
火
」
を
映
像
で
観
賞
し
、

後
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
ノ
ド
を
披
露
す
る
カ
ラ

オ
ケ
タ
イ
ム
。
今
年
も
大
曲
中
学
校
卒
業
、
中

良
野
会

・
高
階
光
義
さ
ん
制
作

「懐
か
し
の
大

曲
」
な
ど
の
上
映
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
．）

好
評
の
秋
田
銘
酒
や
花
火
弁
当
も
い
つ
も
通
り

用
意
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
７
回

東
京
で
皐
倫
凶
徊
癒
憂
々
を
観
る
会

付

み
ん
な
で

カ
ウ
オ
ン

を
楽
し
む
会

そ

の

大仙市の近況を説

明。上はまちづくり

課高橋課長、下は同

課佐藤主事

内閣総理大臣賞「宇宙誕生 !ビ ックバン現象と華麗

なる星々」        =ィ ヶブン(静岡県)

映像編集をした高階光義さんによるのD∨ Dの解説

O②

秋
田
銘
酒
と
花
火
弁
当
を
前
に
、
気
分
は
す
っ
か
り

雄
物
川
河
畔
の
桟
敷
か
ら
眺
め
る
花
火
見
物
だ
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大
仙
市
で
地
域
興
し
の
行
事
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「第
六
回
四
ツ
屋
ま
つ
り
」

が
十
月
十

一
日
、
四
ツ
屋
公
民
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
大
小
六
基
の
花
火
灯
籠
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
午
後
の
部
は
、

出
展

・
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
出
店
コ
ー
ナ
ー

も
大
賑
わ
い
。
夜
の
部
の
花
火
打
ち
上
げ
な
ど

一
日
中
盛
況
で
、
地
域
定
着
の

ま
つ
り
に
成
長
し
ま
し
た
。

地域活性化事業として定着
花火灯籠、作品展示、ステージ発表など

|

1111111

栗
林
市
長

「若
い
世
代
の
心
意
気
を
感
じ
た
」

あ
い
に
く
の
曇
り
空
、
時
折
り

の
小
雨
交
じ
り
に
も
め
げ
ず
、
保

育
園
の
園
児
た
ち
の
可
愛
い
声
が

交
じ
る
花
火
灯
籠
が
ゆ
っ
く
り
と

動
き
出
し
て
ま
つ
り
は
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
恒
例
の
え
び
す
会
の
纏

（ま
と

い
）
、
昌
月
会

の
演
舞
が
ま

つ
リ
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ま

つ
り
名
物

の
花
火
灯
籠
は
、

四
ツ
屋
商
工
協
議
会
、
四
ツ
屋
小

学
校
、
四
ツ
屋
保
育
園
、
ど
れ
み

保
育
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
ふ
れ
あ

い
の
郷
ま

つ
く
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が

制
作
し
た
も

の
。

途
中
の
老
人
福
祉
施
設

「
ふ
あ

写
真
右
は
花
火
灯
籠
引
き

手
を
激
励
す
る
栗
林
市
長
。

左
は
保
育
園
児
た
ち
が
引

く
花
火
灯
籠
。
元
気
で
可

愛
い
か
け
声
が
響
く

み
り
い
」
前
で
は
、
外
に
出
て
灯

籠
の
到
着
を
待

っ
て
い
た
入
所
者

の
方
々
に
纏
の
演
技
や
手
踊
り
を

披
露
し
て
喝
一米
を
浴
び
ま
し
た
。

公
民
館
に
到
着
す
る
と
ま
つ
り

半
纏
姿

の
栗
林
市
長
か
ら
、
「
灯

籠
の
練
り
歩
き
は
、
住
民
の
気
持

を

一
つ
に
す
る
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

花火灯籠 出発を前に引手総揃い。最前列中央が栗林市長、

右に児玉市会議員と続く

写
真
上
は
、
地
元
消
防
団
の

凛
々
し
い
整
備
訓
練
。
下
は
、

街
中
を
行
く
保
育
園
児
た
ち

の
花
火
灯
籠
。

第161回|■四‐ツ屋まつり
'|

高齢者施設「ふあみりい」前で纏の演技披露



ま

つ
り
の
中
ｔ
と
な

っ
た
四
ツ

屋
公
民
館
前
で
地
元
消
防
団
の
規

律
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
ホ
ー
ル
の

展

示

コ
ー
ナ
ー
に
は

「
パ

ツ
チ

ワ
ー
ク
」
「押
し
花
」
璽
日道
」
「
ス

ポ
少
記
念
写
真
」
等
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
駐
車
場
特
設

の
地
場
産

販
売
、
飲
食
担
当

の

「
出
店

コ
ー

ナ
ー
」
も
大
忙
し
。

体
育
館

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
今

年
も
大
人
気
。
大
仙
市
出
身

の
タ

レ

ン
ト
涼
森
有

羽
子
さ

ん

の
司

会
、
四
ツ
屋
小
学
校
器
楽
部

の
演

奏
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
。
地
元
企
業

や
商
店
、
住
民
の
方

々
に
感
謝
す

る
伊
藤

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
、
「若

い
世
代

の
心
意
気
を
感
じ
る
」
と

栗
林
市
長
、
「
年
を
追

っ
て
地
元

に
定
着
す
る
ふ
る
さ
と
の
ま

つ
り

が
嬉
し

い
」
と
、
東
京
か
ら
参
加

し
た
首
都
圏
大
山
会

の
大
釜
会

長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育
園
児
、

小
学
生

の
熱
演
が
賑
や
か
に
そ
し

て
可
愛
く
披
露
さ
れ
、

フ
ラ
ダ
ン

ス
の

「
力

・
フ
ラ

・
レ
オ

マ
ナ
」
、

お
や
じ
バ
ン
ド
の

「
座
★
お
と
な

番
戸
」
、
「
み
ん
よ
う
昌
月
会
」

の

シ
ョ
ー
、
華
一麗
な
日
舞

の

「
玉
一扇

会
」
、
秋
田
弁
ギ
タ
ー
漫
談

の

「
五

城
目
の
ト
メ
さ
ん
」
と
続
き
ま
し

た
。
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
絶
大

な
人
気

を
誇

る
お
馴
染

み
Ａ
Ｋ

『ふるさと大山』第20号

生涯学習の成 揃う展示作品

公
民
館
ホ
ー
ル

の

『
展

示

コ

ー

ナ
ー
』
に
は
、
公

民
館
活
動

の
成
果

で
あ
る
数

々
の
作

品
展
示
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
「
パ
ッ

チ

ワ
ー
ク
」
「
押

し
花
「
書
道
Ｌ
ス

ポ
少
記
念

写
真
」

な
ど
壁
面

い
っ
ぱ

い
の
展
示
は
圧
巻

で
し
た
。

今
年
も
パ

ッ
チ

ワ
ー
ク
会
員
か
ら

小
物
入
れ
等

の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
用
意

さ
れ
て
大

い
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。

Ｙ
ｃ
場
内
が
抱
腹
絶
倒
で
、
嵐
の

よ
う
な
拍
手
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。

日
暮
れ
の
頃
は
雨
も
止
み
、
点

灯

さ
れ
た
六
基

の
花
火
灯
籠
を

バ

ッ
ク
に
、
「
百
蓮
会

一
「煙
姫
神
」

「
桜
秀
心
舞
」
了
た
び
す
会

一
に
よ

る

「
よ
さ
こ
い
一
ヒ

一
纏

一
の
競

演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

ま

つ
り
の
フ
′
ナ
ー
・こ

い、
大

曲

の
花
火
で
も
お
馴
染
み
佐

々
木

か

つ
子
ヽ
え

の
ア
ナ
７

ン
ス
三

「
響
屋
」

の
割
物

１０
発
と
お
ま

つ

り
提
供
花
火
５
０
０
発
が
、
公
民

館

の
夜
空
に
打
ち
上
〓
ら
れ
て
大

勢

の
観
客
を
魅
Ｆ
し
ま
し
た

大喝采に踊り疲れたか ?AKYの メン

バー。真ん中は紅―点司会の涼森有

,2子 さん

子
ど
も
達
の
間
で
大
人
気
の
「妖
怪
体
操

一菱

こ
を
歌
い
踊
る
四
ツ
屋
保
育
園
児

子
ど
も
や
高
齢
者
の
道
路
横

断
時
の
事
故
。
こ
れ
の
予
防
を

目
的
に
、
秋
田
大
学
な
ど
の
協

力
で
大
仙
市
協
和
の
エ
ー
ピ
ー

ア
イ
Ｋ
Ｋ
が
、
二
次
元
Ｃ
Ｇ
に

よ
る
交
通
安
全
教
育
機
器

「新

わ
た
リ
ジ
ョ
ー
ズ
君
」

（写
真
た
）
を
製
作
。

四
ツ
屋
ま

つ
り
で
も

公
開
し
て
人
気
を
呼

ん
で
い
ま

し
た
。
全

国
の
自
治

体
や
警
察

で
採
用
が

決
定
し
て

い
ま
す
。

交通安全教育機器

Newわたリジョーズ君登場 !

写
真
上
、
雨
も
あ
が
り

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「お

ま
つ
り
広
場
は
、
「よ
さ
こ

い
」
と
「纏
」
の
競
演
。
「出

店
コ
ー
ナ
ー
穴
写
真
下
）
も

大
い
に
賑
わ
っ
た

どれみ保育園の熱演「どれみ太鼓」

まつりのフィナーレを飾つた「まつり提供花火」
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10月 3日 、4日 の両 日、

青森県十和田市を会場に

「B-1グ ランプリin十和

田」が開催されました。

年々盛況を見せるこの大

会に、今年も大山納豆汁

旨めもの研究会が総勢40

名で参加 し健闘 しまし

た。両日あわせて来場者

数は33万4千 人。「街をあ

げて、官民あげて」の献

身的な歓迎は、文字通 り

成功に導いた、感動的で

学びの多い大会でした。

街をあげて、官民あげて
「B… 1グランプリ in十和田」に学ぶ

辻 卓也 Ttti Takuya

十
月
三
～
四
日
と
青
森
県
十
和
田
市

で

「
Ｂ
１

１
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉｎ
十
和
田
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
曲
納
豆
汁
旨
め
も

の

研
究
会

の
メ
ン
バ
１
４０
名
で
出
展
し
、
大

曲
納
豆
汁
を
提
供
し
な
が
ら
、
老
若
男
女

一
九
と
な
り
大
曲
と

い
う
街
を
Ｐ
Ｒ
し
て

来
ま
し
た
。
個

の
利
益
に
な
ら
ぬ
こ
と
に
、

自
分
の
貴
重
な
時
間
と
お
金
を
使

っ
て
ま

で
大
曲

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
頑
張

っ
て
く
れ

た
メ
ン
バ
ー
。
本
当
に
素
晴
ら
し

い
奮
闘

ぶ
り
で
し
た
。

ご
当
地
グ
ル
メ
団
体

一
年
間
の

活
動
を
披
露
す
る
展
示
会

Ｂ
１
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
全
国
の
ご
当
地

グ
ル
メ
団
体
が

一
堂
に
会
し
、
こ
れ
ま
で

一
年
間
の
活
動
を
披
露
す
る
展
示
会
で

す
。
決
し
て
結
果
順
位
を
競
う
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
既
に
新
聞
等
で

ご
存
知
の
通
り
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
１０

位
入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
心
か
ら
ま

つ
た
く
悔
し
く
な
い

と
言
え
ば
ウ
ソ
に
な

っ
て
し
ま
し
ま
す
。

（全
国
か
ら
素
晴
ら
し
い
団
体
が
結
集
し

て
い
る
の
で
、
入
賞
す
る
こ
と
は
並
大
抵

の
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
）
こ
れ
か
ら
も

日
々
コ
ツ
コ
ツ
と
丁
寧
に
「大
山
納
豆
汁
」

を
用
い
た
大
曲
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
、
ま
た
来

年
の
Ｂ
１
１
で
、
沢
山
の
来
場
者
に
胸
を

張

っ
て
大
曲
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
よ
う
に
精

進
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
十
和
田
市
で
過
ご
し
た
三

日
間
は
感
動
的
な
シ
ー
ン
ば
か
り
で
し

た
。
官
民
協
働
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
、

来
街
者
に
愉
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う

精
神
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
市

の
人
口

６
万
人
、
旧
十
和
田
市
だ
け
で
は
４
万
人

の
地
域
で
、
Ｂ
１
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
係

っ

た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
何
と
５
，
２
０
０

名
―
―

（行
政
職
員

・
警
察

。
消
防

。
商

工
会
議
所

。
商
工
会
も
含
め
る
と

一
万
人

に
近
い
人
が
携
わ

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
）
し
か
も
５
，
２
０
０
名
の
内
、
半
分

が
な
ん
と
地
元
の
小
中
高
校
生
な
ん
で

す
―
―
―
・

十
和
円
バ
ラ
焼
き
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動

に
端
を
発
し
、
先
ず
は
教
育
者

（先
生
た

ち
）
が
共
感
協
働
し
、
行
政
や
様
々
な
団

体
も
巻
き
込
み
な
が
ら

一
致
団
結
し
て
コ

ト
に
当
た

っ
た
十
和
田
市
。
組
織
あ
り
き

で
は
な
く
、
自
分
達
の
ま
ち

・
十
和
田
を

良
く
し
た
い
と
い
う

一
心
で
集
ま

っ
た
共

同
体
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
自
身
の
た
め
の

【学
び
】
と

【体
感
】
が
目
的

最
近
よ
く
子
ど
も
達
の
ア
イ
デ
ア
を
と

か
、
子
ど
も
達
に
も
参
画
し
て
も
ら

つ
て
、

と

い
う
企
画
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
し
か

し
ほ
と
ん
ど
が
、
人
口
が
少
な
く
な

っ
た

か
ら
子
ど
も

の
手
を
借
り
る
、
年
寄
り
の

固
い
頭
だ
け
で
は
ア
イ
デ
ア
が
出
な

い
の

で
、
子
ど
も
達
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も

ら
う
、
子
ど
も
を
呼
べ
ば
親
が
付

い
て
く
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る
等
々
、
大
人
の
勝
手
な
事
情
と
思
惑
か

ら
生
ま
れ
た
、
不
純
か
つ
単
純
な
理
由
が

背
後
に
透
け
て
見
え
る
も
の
が
多
く
、
私

は
共
感
で
き
る
も
の
が
少
な
い
の
で
す
。

し
か
し
十
和
田
で
の
小

。
中

・
高
校
生
の

場
合
は
、
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
達
自
身
の

た
め
の

【学
び
】
と

【体
感
】
こ
そ
が
目

的
で
す
。
郷
土
を
知
る
、
そ
の
価
値
を
知

る
と
い
う
地
域
学
習
コ
ト
始
め
、
そ
し
て

実
際
に
現
場
で
他
人
の
た
め
に
汗
す
る
こ

と
で
そ
の
価
値
と
喜
び
を
知
る
稀
有
な
体

験
を
、
Ｂ
１
１
グ
ラ
ン
プ
リ
運
営
と
ご
当

地
グ
ル
メ
活
動
を
通
じ
て
成
し
遂
げ
て
い

る
の
で
す
。

。
ト
イ
レ
の
前
に
立

っ
て
、　
一
人
ご
と
に

消
毒
ス
プ
レ
ー
の
噴
霧
、
紙
の
確
認
、

掃
除
を
行
う
高
校
生

・
高
齢
や
障
が
い
で
長
時
間
並
べ
な
い
人

の
た
め
に
身
代
わ
り
と
し
て
並
ん
で
く

れ
る
小
学
生

。
大
き
な
段
ボ
ー
ル
箱
を
首
か
ら
下
げ
、

会
場
内
や
道
を
歩
く
人
の
ゴ
ミ
を
受
け

取
る
中
学
生

。
各
団
体
を
事
前
に
勉
強
、
自
前
で
壁
新

聞
を
作

っ
て
Ｐ
Ｒ
に
協
力

・
応
援
し
て

く
れ
た
小
学
生

・
各
団
体
の
ブ
ー
ス
に
入

っ
て
、　
一
日
中

声
張
り
上
げ
て
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
て
く
れ

た
高
校
生

。
十
和
田
＆
青
森
県
の
魅
力
を
勉
強
し
、

自
分
た
ち
で
来
場
者
に
紹
介
す
る
ブ
ー

ス

。
キ
ッ
ズ
バ
ラ
焼
き
の
調
理
提
供
を
通
し

て
、
地
域
の
食
材
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
小
学
生

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
、
沢

山
の
大
人
も
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

の
想
い
は

一
点
、
来
て
く
れ
た
来
街
者
に

十
和
田
を
好
き
に
な

っ
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
だ
け
。
当
然
そ
ん
な
気
持
ち
は
当
日

の
会
場
だ
け
で
表
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
付
き
焼
き
刃
は
態
度
に
表
れ
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
十
和
田
の
子
ど
も
達
は

本
物
で
し
た
。
こ
こ
に
至
る

一
年
間
を
か

け
て
、
し

っ
か
り
し
た
指
導
を
受
け
て
地

域
づ
く
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
質
を
理

解
し
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で

準
備
す
る
と
い
う
時
間
を
積
み
重
ね
て
の

こ
と
。
子
ど
も
達
の

一
挙
手

一
投
足
、
そ

し
て
表
情
に
滲
み
出
て
い
ま
し
た
。

学
問
と
し
て
の
勉
強
で
は
な
く
、
将
来
、

人
の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
と
て
も
大

切
な

【機
微
】
、
世
の
中
の
根
源
を
学
ベ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

人
づ
く
り
は
教
育

そ
ん
な
郷
土
愛
に
満
ち
た
十
和
田
市
で

体
験
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
、
我
が
ま
ち
大

曲
の
こ
れ
か
ら
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
（
つ
じ
　
た
く
や
　
大
曲
納
豆

汁
旨
め
も
の
研
究
会
主
宰
。
「
土
屋
館
通

信
」
５
３
０
号
よ
り
）

故郷でのお集まりヽ お泊りに
″″ のガ っご で'

オ っ /_― クのん グ
｀
ク

旬の秋田が高輪に。
Dining&Shopping

α 薦恙a下
磯館

京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁目10-8
ウィング高輪WEST―Ш l階

TEL 03-5447‐ 1010 http://www akita― bisalkan.ipノ
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平成27年 (2015年 )12月

株式会社 三和

株式会社三和は

首都圏大曲会を応援します !

代表取締役

斎藤 昭彦

丁 107-0052

東京都港区赤坂 2丁 目 17番 65-411号

TEL:03-3586-8055

FAX:03-3583-1594
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『ふるさと大山』第20号

J31るさと納税
大
仙
市
の
新
し
い
お
礼
制
度

１
万
円
以
上
寄
付
し
た
方
に
は

大
仙
市
特
産
品
と
カ
レ
ン
ダ
ー

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
大
仙
市
に
寄

附
し
た
方
に
対
し
市
は
、
平
成
２６
年
度

ま
で
、
希
望
者
に
対
し
て
大
仙
市
の
広

報
誌

『だ

い
せ
ん
日
和
』
を

一
年
間
、

無
料
で
送
付
し
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度
か
ら
は
こ
の
方
式
を
変

更
し
、　
一
万
円
以
上
の
寄
付
者
に
は
新

た
に
次
の
二
つ
の
方
式
で
実
行
し
て
お

り
ま
す
。

ｌ
。
大
仙
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

ー
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
寄
附
者
に
は

翌
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
年
末
年
始
に
か

け
郵
送
し
ま
す
。

２
．

大
仙
市
の
特
産
品
を
送
呈

大
仙
市
特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
作
品
を
、
寄
附
後
ニ
カ
月
以
内
に

郵
送
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
が
生
き
て

大
仙
市

高
齢
者
福
祉
や
教
育
な
ど
４
分
野
で
活
用

平
成
二
十
年
度
か
ら
始
ま

つ
た

「ふ
る
さ
と
納
税
≒

一
姜̈
夕
■
其
ノ名
一称
を

使
っ
て
は
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
通
常
の
国
民
の
一義
務
と

ン
て
つ
≒
金
て
は
う
リ

ま
せ
ん
。
自
ら
の
ふ
る
さ
と
を
想
い
、
進
ん
で
ふ
る
さ
‘

，
こ
貢
事

ン
■

う
人
の
善
意
に
満
ち
た
、　
一
種
の
美
し
い
寄
董́
こ
言
え
る
こ
つ
て
丁
〓

大
仙
市

へ
の

一
ふ
る
さ
ヒ
納

税

一
昨

年

度

の
件

数

は

５５
件
、

人
百
五
十

一
万
四
千
円
で
し
た

件
数
、
金
額
と
も
前
年
を
上
回
り
、

こ
の
制
度

ス
タ
ー
ト
以
来
市
外
か

ら

の
協
力
は
衰
え
る
こ
と
な
く
続

い
て
い
ま
す
（）

大
仙
市
ふ
る
さ
と
納
税

活
用
の
４
分
野

【観
光
分
野
】
魅
力
あ
る
観
光
資
源

を
活
用
し
た
観
光
交
流
事
業

【高
齢
者
福
祉
分
野
】
地
域
が
支
え

る
高
齢
者
対
象
の
福
祉
事
業

【自
然
環
境
分
野
】
次
代
に
残
す
豊

か
な
自
然
環
境
保
全
事
業

【子
育
て
教
育
分
野
】
健
や
か
な
成

長
を
願
う
子
育
て
と
、
教
育
の
充

実
に
関
す
る
事
業

平
成
２６
年
度
実
施
事
業

こ
れ
ま
で
は

【子
育
て
教
育
分

野
】
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」

の
整
備
充
実
を
行

っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
大
仙
市
の
魅
力
発
見
、

観
光
資
源
の
発
掘
を
図
る
と
と
も

に
、
大
仙
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て

頂
く
こ
と
を
目
的
に
、
公
式

「観

光
Ｐ
Ｒ
映
像
」
「大
仙
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
制
作
。
ま
た

中
学
生
の
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
誕
生

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

「ま
る
び

ち
や
ん
」
の
着
ぐ
る
み
も

「
ふ
る

さ
と
納
税
」
が
資
金
で
す
。

地
域
中
核
病
院
の

整
備
支
援
事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
旧
仙
北
組
合
総
合

病
院
の
改
築
整
備
に
関
す
る
寄
附

金
と
合
わ
せ
て
資
金
と
し
ま
し
た
。

新
し

い
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン

タ
ー
の
患
者
療
養
環
境
の
充
実
を

目
的
に
、
病
院
待
合
室
等
の
テ
レ

ビ
や
ソ
フ
ア
、
車
格
子
な
ど
も
整

備
し
ま
し
た
　
ま
た
入
院
患
者
が

快
適
で
心
安
ら
ぐ
入
院
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
的
に
庭
園
を
設
け
、

花
壇
整
備
も
行

っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

２３
年
度
か
ら
２５
年
度
ま
で
実
施

し
た
市
内
全
小
中
学
校
、
幼
稚
園

や
保
育
園
に
設
置
し
た

「
ふ
る
さ

と
納
税
文
庫
」
の
追
加
、
更
新
を

続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

更
に
４
分
野
の
事
業
を
検
討
し

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
寄
附
し
た

方
々
の
想
い
を
形
に
出
来
る
よ
う

慎
重
か
つ
大
事
に
活
用
す
る
と
市

当
局
は
話
し
て
い
ま
す
。

住
民
税
控
除
の
上
限
額
が

従
来
の
約
２
倍
に
拡
大

全
国
的
な
変
更
で
す
が
、
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
行

っ
た
際
に
住
民

税
控
除
の
上
限
額
が
、
従
来
の
約

２
倍
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細

は
こ
の
ペ
ー
ジ
最
後
の
大
仙
市
役

所
ま
ち
づ
く
り
課
宛
、
電
話
で
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て

寄
附
の
手
続
き
法

１
　
寄
附
申
込
み
書
に
よ
る

申
込
み

○
寄
附
申
込
み
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
、
「
＞
Ｘ
、
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
、
も
し
く
は

大
仙
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

ヘ

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
の
際
に
、
入
金
方
法
な

ど
寄
附
金
の
払
い
込
み
方
法
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｃ
寄
附
中
込
み
書
は
、
大
仙
市
役

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

２
　
納
付
書
の
送
付

○
お
知
ら
せ
頂
い
た
寄
附
の
方
法

に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
課
か

ら
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

３
　
寄
附
金
の
お
振
込
み

○
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
等
を
利
用
し
て
寄
附
金

を
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

４
　
寄
附
証
明
書
の
発
行

○
寄
附
し
て
頂
い
た
皆
さ
ま
に
は

後
日
、
大
仙
市
役
所
か
ら
寄
附

証
明
書
を
発
行

・
送
付
し
ま
す
。

【問
合
せ

。
申
込
み
先
】

一Ｔ
Ｏ
二
ヽ
‐∞
〇
〇
ユ

大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号

大
仙
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

串電
　
一詰
　
〇
ュ
∞
Ｎ
‐Ｏ
ω
‐二
一
ユ
ニ

「
ω
×
　
　
〇
一
∞
Ｎ
‐Ｏ
ω
‐二
一
轟
⑬

メ
ー
ル

¨

３
ｏ
ｏ

，
パ０
０
〓
く
Ｑ
①
一∽
①
⊃
０
天
〓
①
」
０

324件 55,397,286H

庭園標示庭園全景
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光山電気工業株式会社
秋田工場

本社所在地

秋田工場

群馬工場

資本金

生産品目

沿 革

昭和21年

日召禾I14641

昭和49年

平成 4年

平成18年

平成25年

平成25年

群馬県吾妻郡中之条町大字伊勢町乙87
秋田県大仙市泉町4-52
群馬県吾妻郡東吾妻町大字植栗 947
9,030万 円

混成集積回路、コイル

交通信号機器、他

トランス、鉄道、

5月 2日  光山電気工業株式会社を創立。日本電気いの協力工場
として トランス・コイル等の生産を開始

厚膜混成集積回路の生産を開始

大山市 (現在 大仙市)の誘致企業として西根工場を開設
電装用厚膜集積回路の増産

環境ISO  14001認証取得

品質IS0 9ool認 証登録

「従業員の子育てサポー ト企業」 (く るみん)に認定

社会から喜ばれる製品を

安く良く作り

文化生活の向上に役立ち

会社も従業員も共に榮える

平成27年 (2015年 )12月

大
仙
市
で
活
躍
す
０
一企
一業
訪
問
．，
一サ
■
ズ
⑩‐
・

目

代表取締役社長

萩 原  洋

鼈黎HttN‡
鰺 参 驚篠疇議総議職:=:,=11■ 1■ 1議議 ::■ |||||`::=:議 :;機

-20-

―
―
　
御
社
の
創
業
は
い
つ
、
ど
ち
ら

で
す
か
。

戦
後
間
も
な
い
昭
和
２‐
年
５
月
で

す
。
代
表
社
員
初
代
小
渕
光
平
を
中

心
に
４６
名
を
も

つ
て
、
現
在

の
本
社

で
あ
る
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
で

創
業
を
開
始
し
ま
し
た
ｃ

ｌ
ｌ
　
光
山
電
気
工
業
の
主
要
製
品
は

何
で
す
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

生
産
品
日
と
し
て
は
、
通
信
用
ト

ラ
ン
ス

・
コ
イ
ル
、
電
源
ト
ラ
ン
ス
、

産
業
用
の
混
成
集
積
回
路
で
す
。

―
―
　
秋
田
工
場
の
ス
タ
ー
ト
は
？
大

仙
市

（当
時
の
大
曲
市
）
を
選
ん
だ
理

由
は
何
だ
っ
た
で
し
よ
う
か
。

現
在
の
主
力
製
品
で
あ
る
混
成
集

積
回
路
の
増
産
と
、
本
社
地
区
の
再

編
成
に
よ
り
、
昭
和
４９
年
４
月
、
大

曲
市
の
誘
致
企
業
と
し
て
西
根
工
場

を
開
設
し
、
昭
和
５６
年
１２
月
に
現
在

の
泉
町
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。

―
―
　
混
成
集
積
回
路
と
は
、　
一
般
に

は
馴
染
み
が
薄
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

秋
田
工
場
で
生
産
し
て
い
る
混
成

集
積
回
路
は
、
産
業
用
設
備
、
通
信

機
器
、
信
号
機
器
な
ど
に
組
み
込
ま

れ
る
電
子
部
品
と
し
て
使
わ
れ
て
お

り
、
普
段
は
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

い
と
思

い
ま
す
。

大
ま
か
に
は
電
話
会
社

の
交
換

機
、
産
業
用

ロ
ボ

ッ
ト

の
制
御
同

路
、
熱
や
距
離
な
ど
を
感
知
す
る
セ

ン
サ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
大

き
さ
と
し
て
は
付
箋
紙
ぐ
ら
い
の
小

さ
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
働
き
を
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Fふ るさと大曲』第 20号

混成集積回路
混成集積 LI路 は光山電気工業の

主力製品、産業用設備、通信機器、

信号機器などに組み込まれてい

て、普段一般の人々の日に直接

litれ ることはない

||||||::11,11111111111:111111:|::::|

11111111111111:|:111111111:||::111

1111:11111111:|111111111'|11111111

家電用
セラミックHIC
微細厚膜印刷による高密度配線

技術 とベアチップ搭載技術の組

み合わせで製品の小 Tl化や薄几Ц

化の実現を口J能 にした

厚膜基板
放熱性に優れている

=

電装用高信頼性ハイブ

リンドICに も対応でき

る

痣華:鷲驚,1難‡輻膊蜀蝙蝙隕蒻鰈漑1憫難
細密工程 ― 空調管理されたクリーンルーム

ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板

ペアチップ搭載による高密度実装ができる[

夕ヽ形の自由度が高く、大型来板も「」能となる
=

す
る
電
子
部
品

で
も
あ
り
、
品
質

に

は
細
心

の
注
意
を
払

っ
て
生
産
を
し

て
お
―，
ま
す

―
―
　
私
た
ち
が
平
素
使

っ
て
い
る
機

器
や
道
具
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

身
近
な
と

こ
ろ
で
は
、

ア
ミ

ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
機
器
な

ど
の
画
像
や
音
声

を
制
御
す
る
回
路

や
、
自
動
車
の
点

火
装
置
な
ど
の
回

路
に
使
用
す
る
電

子
部
品
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
当
工

場
で
生
産
さ
れ
る

製
品
は
繊
細
で
ゴ

ミ
を
嫌
う
た
め
、

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

と
言
う
空
調
管
理

さ
れ
た
作
業
場
で

の
作
業
と
な
り
ま

す
。

―
―
　
御
社
の
製

作
物
を
使
用
し
た

製
品
で
、
大
仙
市

内
で
も
取
り
扱

っ

暑K讐膚屁巫魃

菫會‡薔罐‐彎驚警量鬱苺毒

光山電気工業株式会社秋田工場全景
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て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

一
部
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

や
特
定
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

一
部
車

種
、
家
庭
用
発
電
機
な
ど
で
す
ｃ

ｌ
ｌ
　
御
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で
し
よ

う
か
。
そ
の
具
現
化
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

当
社
の
社
是
と
し
て
、
そ
の
日
的

並
び
に
基
本
方
針
は
次

の
通
り

で

す
。【目

的
】

社
会
か
ら
喜
ば
れ
る
製
品
を

安
く
良
く
作
り

文
化
生
活
の
向
上
に
役
立
ち

会
社
も
従
業
員
も
共
に
栄
え
る

【方
針
】

合
理
化
に
徹
し

原
価
の
引
き
ド
げ
を
計
り

品
質
に
は
絶
対
の
自
信
を
持

つ

【そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
】

健
康
で
仲
良
く

何
事
も
計
画
的
に

作
業
は
常
に
改
善
し

自
分
の
仕
事
に
は
責
任
を
持

つ
ダイボンド作業 一細かな工程が要求される



―
―
　
そ
の
た
め
の
活
動
と
し
て
は
…

当
社
は
国
際
標
準
で
あ
る

「
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
の
認
一証

を
２
０
０
６
年
１２
月
に
取
得
し
、
省

資
源
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
て
環

境
に
配
慮
し
た
物
づ
く
り
を
行

っ
て

い
ま
す
ｃ
ま
た
２
０
１
３
年
４
月
に

は
、
ア
印
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
」
の
認
証
を
取
得
し
、
品
質
の
維

持
向
上
と
継
続
的
な
改
善
と
顧
客
満

足
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
ｃ
そ
れ
を

全
社
員
が
自
党
し
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
口
々
励
ん
で
い
ま
す
。

―
―
　
秋
田
工
場
の
従
業
員
構
成
は
…

秋
田
工
場
の
従
業
員
数
は
５３
名
で

男
子
社
員
３６
名
、
女
子
社
員
は
１７
名

で
す
。
平
均
年
齢
は
４６
歳
で
高
齢
化

の
進
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
す
。

―
―
　
大
仙
市
在
住
者
が
多
い
？

ほ
と
ん
ど
が
大
仙
市
で
す
。
他
に

は
横
手
市
が
２
名
、
仙
北
市
、
美
郷

町
が
各
１
名
で
す
。

―
―
　
社
員
厚
生
は
活
発
で
す
か
。

夏
は
恒
例
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
、
年

末
は
忘
年
会
を
開
催
し
て
従
業
員
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
．
ゲ
ー
ム
あ

り
、
大
抽
選
会
あ
り
で
大

い
に
盛
り

Ｌ
が
り
ま
す
ｃ

品質の維持には徹底した環境整備活動が行なわれる

平成27年 (2015年 )12月
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ソフトボール大会の表彰式を兼ねた楽しい反省会

―
―
　
地
元
住
民
と
の
触
れ
合
い
、
地

元
貢
献
活
動
な
ど
は
如
何
で
す
か
。

８
月

の
人
曲

の
花
火
大
会

で
は
、

当
工
場
の
駐
車
場
を
開
放
し
、
観
光

客
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
ｃ
ま
た
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
動
の

一
環
と
し
て
、
工

場
周
囲
の
安
全
、
美
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

―
―
　
就
業
体
験
な
ど
で
中
高
校
生
徒

の
受
け
入
れ
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

不
定
期

で
す
が
、
大
曲
養
護
学

校
、
大
山
工
業
高
校
か
ら
職
場
実
習

を
受
け
人
れ
て
い
ま
す
ｃ
実
習
で
は

製
品
を
市
場
に
出
す
責
任
を
感
じ
て

頂
く
こ
と
か
ら
機
能
検
杢
と
し
て
の

電
気
検
杢
を
経
験
し
て
頂

い
て
お
り

ま
す
．

―
―
　
秋
田
工
場
と
し
て
今
後
の
目
指

す
方
向
性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
工
場
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
は

大
変
厳
し
く
、
今
ま
で
と
同
じ
こ
と

を
や

っ
て
い
た
の
で
は
生
き
残
れ
ま

せ
ん
．
「儲
け
に
く
い
、
面
倒
く
さ
い
、

作
り
に
く
い
」
か
ら
逃
げ
な
い
生
産

活
動
を
行

い
、
事
業
継
続
を
目
指
し

ま
す
ｃ

―
―
　
い
ろ
い
ろ
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し

た
。
最
後
に
大
仙
市
並
び
に
大
仙
市
に

関
わ
り
の
あ
る
人
々
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

電
子
部
品
の
製
造
業
は
、
時
代
の

流
れ
、
価
格
競
争
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
な
ど
に
よ
り
柔
軟
な
変
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
社
員

一
人
ひ
と
り

が
危
機
意
識
を
持

っ
て
環
境
の
変
化

に
対
応
し
て

い
か
な

い
と
、
生
き

残

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
．

営
業
活
動
に
お
い
て
も

一
企
業
の
情

報
収
集

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す

の

で
、
大
仙
市
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
同
業
他
社
の
情
報

を
戴
け
れ
ば
十

い
に
存
じ
ま
す
．

（大
釜
）

‐    ｀
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『ふるさと大曲』第20号

話題を追つて

楽天に新開設 !

大仙市公式アンテナシ ョップ

(一社)大仙市観光物産協会

“大山の花火"で 知 られる大仙 市

は、大仙市で生産される優れた特産

品を市外、県外を対象に、宣伝・販

売を目的にした行動を積極的に展開

しています。平成25年から東京・有

楽町駅前広場を会場にして開催 して

以来「大仙市ふるさと物産フェア」

は大好評を得ていることはよく知ら

れています。

今度、より広範囲に多くの方々へ

のサービス提供を日的に、大仙市、

大仙市商工会、大山商工会議所の協

力を得て、インターネットの楽天市

場に「秋田県大仙市公式アン

テナショップ」を立上げまし

た。大仙市には、地元の人は

良く知っているが県外の人々

にはUI染みが薄かったり、首

都圏など地元を離れて暮らす

人にはなかなか手に入り難い

ものなどが沢山あります。「大

仙市アンテナショップJは こ

れらの人々の要求にも応えら

れるものとして期待されます。

主な取扱商品は、お米、醗

酵食品 (味噌、納豆など)甘
酒、蜂蜜、きりたんぽ鍋、荒

川焼き、花火関連グッズなど。

◆公式アンテナショップの

検索方法

0下記URLで検索

http://wwwrakutencoip/daisencity

②楽天市場 トップベージ検索エン

彗;

鼈

閂

顆‐卜跛隧

玲玲|,■ |||=t il

=″ `'`i■
●●

ジンより「大仙市公式アンテナ

ショップJで検索

躍進する新しい“まちの顔 "

「大曲ヒカリオ」が 誕生しました。

完成した「大曲ヒカリオ」。手前が南街区。大曲ヒカリオ駐車場、大曲商工

会議所、大仙市健康福祉会館、大曲北幼稚園。左奥の白い建物群が北街区。

右奥に大曲駅が望まれる

ジでは様々なイベ ントが行われまし

た=広場やi邑路には飲食・物販コー

ナーが設置され、フィナーレはス ト

リー ト花火が打ち Lげ られ
~大

曲ヒ

カリオ_の オープンを祝いました。

(写 :真提供
~だ

いせん日和J)

国際花火シンポージ|ウ|ム

次回 (2017年 )は

大仙市で開催に決定

第15回 国際花火シンポジウムが、

9月 21日 から5日 間、フランスのボル

ドーで開催されました。これはほぼ

2年 に一度、世界の花火師や研究者

が技術研究の成果などを発表する国

際会議です。会場内では花火機材の

商談会なども行われるなど、世界の

花火関係者の交流 と情報交換の場 と

して知 られます。今回のシンポジウ

ムには栗林市長をはじめ大仙市内の

花火大会関係者24人が出席。次回開

催地に大仙市が立候補 し、見事選出

されました。大山商工会議所の佐々

木繁治会頭が「大曲の花火」の歴史

や大会概要等映像を交えてプレゼン

テーションをし、ライバルの蒙州の

シ ドニー、スペインのビルバオを退

けて高い評価を受けたものです。

昨年5月 、大曲厚生医療センター

を中心 とする「北街区」がオープ

ン。その後旧仙北組合総合病院跡地

に「南街区」の整備が進められてい

ましたがこの10月 に竣工しました。

これで旧組合病院の移転改築ととも

に進められていた「大曲ヒカリオJ

の全エリアが完成したことになりま

す。

「大山ヒカリオJの グランドオー

プンに合わせて11月 3日 、南街区広

場を主会場にして、オープニングイ

ベントが開催されました。南街区に

はそれぞれ「大曲ヒカリオ駐車場 J

「大山商工会議所J「大仙市健康福祉

会館J「 人曲北幼稚園」などが入 り

ましたが、この日はそれら各施設の

見学会、各種展示のほか、特設ステー

―-23-―



鳥の鳴き声と風の音だけ 静かな秋

上は、針葉樹にからむ“つたもみじ"。

うつそうとしたカラ松林の中で、そこだ

けが朱色に色づいて鮮やか。左は、近づ

いて見ると、やつて来たこの季節を愛し

むように、葉の一枚一枚が色とりどりに

優しく輝いている

=いずれも霧ヶ峰高原

緑の中に赤く色づくのはかえで。イタヤカエデかイロ八カエデ。黄色はブナやダケカンバ。
白樺の木肌の白さが一層目立ち、しなやかに八―モニーを奏でてはステップを踏んでいる。 =秋山郷「天池」付近

平成27年 (2015年 )12月

深山に秋色を訪ねる

霧ヶ峰高原&秋山郷

旅人 斉 藤 貞 助 sa■。u Tdsuke

カメラ

若
者

の
歓
声
で
賑
わ

っ
た
夏
山

の

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
軽
装
で
は
肌
寒

さ
す
ら
感
じ
た
十
月
の
霧
ヶ
峰
高
原
。

針
葉
樹
の
林
で
は
、
鮮
や
か
に
朱
色

を
濃
く
し
て
蔦
が
か
ら
み
つ
き
、
本
格

的
な
秋
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
た
。
静
ま

る
林
の
奥
に
聞
こ
え
る
鳥
の
声
。
葉
と

葉
を
こ
す
り
合
わ
せ
、
枝
の
間
を
す
り

抜
け
る
よ
う
に
吹
い
て
く
る
乾
い
た
風

音
が
木
々
の
さ
さ
や
き
を
誘
い
、
静
け

さ
を

一
層
助
長
さ
せ
な
が
ら
高
原
の
秋

は
日
増
し
に
深
ま

っ
て
い
く
。

や
が
て
訪
れ
る
人
も
ま
ば
ら
に
な

っ

て
、
高
原
は
静
か
に
初
雪
の
季
節
を
迎

え
る
。

―-24-―



『ふるさと大曲』第20号

秘境 秋山郷に色づく秋 !
信
濃
川
の
支
流
で
あ
る
中
津
川

の
上
流
部
、
信
越
国
境
に
わ
た
る

一
帯
が
秋
山
郷
で
あ
る
。

東

に
苗
場
山

〓

えヽ
ば
２
、
１
４
５

じ
、
西
に
鳥
甲
山

０
３
８
ｍ
）
と
名
山
に
挟
ま
れ
た
峡

谷
で
、
江
戸
時
代
、
「
北
越
雪
譜

一

を
記
し
た
越
後
塩
沢
の
商
人
鈴
木

牧
之
は

こ
こ
秋
山
郷
の
春
夏
秋

冬
を
讃
え

て
桃
源
郷
と
も
呼

ん

だ
。し

か
し
両
側
か
ら
迫
り
く
る
山

肌
と
、
毎
冬
３
メ
ー
ト
ル
を
越
し

て
降
り
積
む
雪
は
、
近
隣
土
地
と

の
交
流
を
長

い
間
に
わ
た
り
遮

っ

て
、
昔

の
姿
を
今
に
残
す

「
民
族

文
化

の
宝
庫
」
と

い
わ
れ
る
。

春
夏
秋
冬
、
自
然

の
美
し
さ
は

秋山郷を通る国道405号線。国道から望む周囲の山々は、全山彩り鮮やかに燃え盛る、さ
ながら炎のような妖気すら感じた。それは雪が来るまでに舞い続けて燃え尽きる、能舞台を街

彿させる雄大な自然の演出である。=秋山郷国道付近から

ら
れ
る
。

際
立
ち
、
特
に
秋
を
彩
る
渓
谷
は

他
を
圧
す
る
と
も
言
わ
れ
る
。
対

岸
に
そ
び
え
る
鳥
甲
山
の
姿
を
水

面
に
映
し
て
静
か
な
天
池

月

ま

日
本
庭
園
に
も
喩
え

訪
れ
る
人
々
の
絶
好

の

撮
影

ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。

写真左の上は、鳥

甲山の黒肌をバック

にススキと紅葉の

八―モニー。下は、

枯れた木の根が貌を

覗かせる「天池」の澄

み切つた水面に映る

紅葉

=いずれも「天池」

にて

紅葉を背景に白いススキか一段と映えて、 10月 というのに秋山

郷には本格的な秋が来ていたc写真下は、一面のススキ原。濃い緑

の針葉樹を拝啓に銀色の光りを見せて秋風に揺れていた。

=秋山郷「布岩」付近で

溶岩が冷えて固まり規則的に害」れ目ができる。それが

柱状となつて柱状節理となる。 =秋山郷「布岩」の遠望

―-25-―
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□
首
都
圏
大
曲
会

に遭

会
員
の
ひ
ろ
ば

登
り
来
て

朱
　
華

登
り
来
て
見
上
げ
る
空
の
秋
高
し

吾
亦
紅
器
に
盛
れ
ば
凛
と
し
て

君
の
香
と
振
り
か
え
見
る
や
金
木
犀

旅
発
つ
と
届
い
た
報
せ
冬
至
の
日

陽
だ
ま
り
で
ラ
ン
チ
ほ
ほ
ば
る
冬

一麗

母
の
背
中
小
さ
く
丸
く
年
の
暮
れ

朱
華
は
首
都
圏
大
曲
会
大
友
律
子
副
会
長
の
俳
号

い
　
　
＊
　ヽ
　
ば
」

う
ち
は
あ
ん
た
の

築
地
　
魚
河
岸

イ

ョ

ッ

女
房
だ
よ

意
気
が
い
い

。
・
意
気
が
い

鮮
度
が
生
命

の
　
築
地
の
競
り
場

海
の
恵
み
の
　
お
宝
だ

二
日
酔

い
な
ら
　
退

い
て
く
れ

粗
末
に
す
る
な
よ
　

訓̈
当
た
る

女
だ
て
ら
に
　
怒
鳴
り
声

男
勝
り
が
　
玉
に
傷

イ
ヨ
ッ

…

玉
に
傷

遊
び
も
出
来
な
き

や
　
半
人
前
と

女
心
を
　
鬼
に
し
て

切

っ
た
咬
呵
の
　

つヽ
ら
お
も
て

い

さ

ば

か

ぎ

オ

五
十
集
稼
業
の
　
恋
女
房

で
　
ば

　

　

ま
な
い
た

出
刃
に
俎
板
　
清
水
で

築
地
　
魚
河
岸
　
一牧
明
け
前

イ
ヨ
ッ

・
・
夜
明
け
前

こ

ん

ち

き

し

あ

・
い

ょ
いつ
の

・　
つ

作
詞
　
里
　̈
皮

　
羽
　
生

一
度
だ
け
な
ら
　
許
し
て
あ
げ
る

三
度
は
な
い
よ
と
　
拗
ね
て
は
み
た
が

あ

そ

び

浮
気
　
重
ね
る
～

こ
ん
ち
き
し

ょ
う

の
　
あ

。
い

。
つ

ま
ま

に
な
ら
な

い
　

お
と

こ
と
お
ん
な

金
の
草
軽
で
　
探
さ
れ
た

姉
さ
ん
女
房
の
　
心
意
気

遊
び
上
手
で
　
怪
し
く
光
る

夢
を
見
さ
せ
て
　
そ
の
気
に
さ
せ
て

ふ
ら
り
　
ふ
ら
ふ
ら
～

こ
ん
ち
き
し
ょ
う
の
　
あ

。
い

。
つ

笑

い
ば
な
し
で
　
話
せ
る
よ
う
な

夫
婦
絆
を
　
願
う
の
も

惚
れ
た
女
の
　
弱

い
と
こ

あ
な
た
な
し
で
は
　
生
き
ら
れ
な

い
よ

そ
ん
な
セ
リ
フ
は
　
聞
き
飽
き
た
け
ど

離
れ
　
ら
れ
な

い

こ
ん
ち
き
し
ょ
う

の
　
あ

。
い

。
つ

く
ろ
か
わ
　
ば
し
ょ
う
　
首
都
圏
大
曲
会

の
古
参
幹
事
。
四
ツ
屋
出
身
。
上
京
後
、

東
京
水
産
工
業
株
式
会
社
を
創
業
。
築
地

に
近
く
佃
島
の
住
み
、
作
詞
を
趣
味
と
し

て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

い

あ
な
た
な
し
で
は

泣

い
て
す
が

っ
た

惚
れ
た
　
お
ん
な

の
生
き
ら
れ
な

い
と

女

々
し
さ
も

泣
き
ど
こ
ろ

五
十
集

の
恋
女
一房

作
詞
　
里
　̈
皮
　
羽
　
生

泥
棒
み
た
い
に

惚
れ
た
妓
な
ら

そ
ん
な
甲
斐
性
が

拝
ん
で
み
た
い
よ

こ
そ
こ
そ
す
る
な

つ
れ
て
き
な

あ
る
の
か

い

そ
の
女
を
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今
で
は
誰
が
描
い
た
絵
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
四
十
年
も
前
の
こ
と

で
す
が
、
私
の
母
が
ど
な
た
か
ら
か
戴
い
た
も
の
で
す
。
料
亭

「対

川
閣
」
が
あ
り
、
斜
め
前
に
川
魚
割
烹

「文
楽
」
が
あ
り
ま
し
た
。

同
級
生
鈴
木
東
子
さ
ん
の
実
家
で
す
．^
川
岸
に
小
船
が
係
留
さ
れ
て

い
ま
す
。
「文
楽
」
の
所
有
舟
で
し
た
。
林
が
あ
り
ま
す
。
ア
ヒ
ル

が
数
羽
野
放
し
に
さ
れ
て
い
て
、
習
性
か
ら
か
毎
日
タ
マ
ゴ
を
産
ん

で
歩
く
。
そ
こ
で
毎
朝
早
起
き
を
し
、
卵
を
探
し
て
取

っ
て
き
て
は

卵
か
け
ご
飯
の
旨
か
つ
た
こ
と

。
・
・
。

私
が
小
船
で
遊
ん
で
い
て
、
勢
い
よ
く
土
手
に
戻

っ
た
は
ず
み
で

舟
が
川
の
真
ん
中
ま
で
行

っ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
花
館
の
方
ま
で

流
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
舟
は
ど
な
た
か
確
保
し
て
く
れ
た

の
で

「文
楽
」
は
商
売
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
、
後
で
母
に
聞

き
ま
し
た
。
母
に
苦
情
が
来
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ま

っ
た
く
、
西
土

屋
館
の
悪
ガ
キ
ど
も

・
・
フ
フ
フ
。
繁
盛
軒
の

「
ぼ
っ
か
ら
け
ん
」。

今
で
も
ラ
ー
メ
ン
屋
の
繁
盛
軒
、
あ
あ
、
ち
ゃ
ん
と
あ
り
ま
す
よ
。

丸子川越しに太平山を見る

思い出入 (提供者)`冷木 繁 さ ん 崎 玉県上尾市在住)

思いムのヤリ1最後:

☆
平
成
２７
～
２８
年
度

首
都
圏
大
曲
会
　
役
員

会

長

　

大

釜

茂

埠

副
会
長

　

大

友

律

子

副
会
長
　
　
　
鈴
　
木
　
　
　
繁

副
会
長

　

築

地

良

仁

事
務
局
長
　
　
文屈
　
藤
　
貞
　
助

事
務
局
次
長
　
古
　
宮
　
理
　
絵博健

重
　
光

映
里
子

孝
　
治

監
　
査

佐
　
藤

　

　

健

（幹
事
兼
任
）

幹 幹 幹 幹 幹 幹

事 事 事 事 事 事

富 高 佐 佐 大 粟

樫 橋 藤 藤 友 津

昭 正

会
報

『ふ

る

さ

と

大

曲

』
編
集
に
か」
協
力
く
だ
さ
い
。

首
都
圏
大
曲
会
は
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
会
報

『ふ
る
さ
と
大
曲
』
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
現
在
編
集
協
力
者
を
募
集
中
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（担
当
　
大
釜
）

電
話
　
０
３

（３
３
４
１
）
６
３
３
９

『
”ｘ
　
０
３

（６
２
７
３
）
０
０
８
１

∪

‐
メ
ー
ル

¨
〓
け
⑮
①‐も
８
ユ
づ
・８
日

「
―

―
一
　

１１
月
、
日
帰
り
で
し
た
が

一葬”
一はⅧけ嚇賜」は、犠げ商

一摯一
一はい却はれ世「岬織［け

一縄”
一慟悧錮脚』罐̈
ゲ部「制

Ｆ
Ｉ
Ｉ
一
れ
て
い
る
と
兎
角
気
づ
か
ず

に
い
る
地
元
の
方
々
の
努
力
や
心
遣
い
。

こ
れ
ら
は
何
事
に
も
通
じ
る
こ
と
で
す

が
、
本
当
に
有
難

い
こ
と
で
す
。

▼
生

憎
の
雨
で
し
た
が
、
車
窓
か
ら
の
、
刈

り
取
ら
れ
た
田
圃
は
広
々
と
開
放
的
で
、

垂
れ
込
め
た
雲
の
間
か
ら
は
頂
上
付
近

に
雪
を
被

っ
た
奥
羽
山
脈
が
覗
き
、
昔

と
少
し
も
変
わ
ら
ぬ
堂
々
と
し
た
連
な

り
に
、
言

い
知
れ
ぬ
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
の
景
色
が
与
え
て
く

れ
る
安
堵
感
で
す
。

▼

で
し
ま
ち
」
が

大
き
く
左

ヘ
カ
ー
プ
を
切

っ
て
大
山
駅

に
向
か
う
と
、
右
手
車
窓
に
新
し
い
大

曲
の
街
並
み
が
見
え
て
来
ま
し
た
。
こ

の
１１
月
に
は
、
市
民
の
期
待
を
託
し
た

再
開
発

エ
リ
ア

「大
山
ヒ
カ
リ
オ
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
に

は
秋
田
美
人
の
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
が
下

が
り
、
雨
に
も
関
ら
ず
明
る
い
雰
囲
気

を
感
じ
ま
し
た
。
秋
田
美
人
の
成
光
で

す
。

▼
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
入
る
北
街
区
は
昨
年
完
成
、
そ
し
て

今
度
、
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
や

「
Ｆ

Ｍ
は
な
び
」、
大
山
商
工
会
議
所
な
ど
が

入
る
南
街
区
が
オ
ー
プ
ン
、
待
望
の
大

曲
駅
前
再
開
発
が
完
成
し
ま
し
た
。
雨

の
た
め
に
人
出
は
イ
マ
イ
チ
で
し
た
が
、

周
囲

一
帯
は
近
代
的
で
明
る
く
、
こ
こ

を
足
場
に
し
た
大
仙
市
発
展
の
パ
ワ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。

▼
首
都
圏
大
曲
会
も

地
元
の
方
々
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の

発
展
を
祈
り
、
積
極
的
に
協
力
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

（大
釜
）
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「ふ
る
さ
と
大
曲
」
第
二
十
号

平
成
二
十
七
年

（
二
〇

一
五
年
）
十
二
月
二
十
五
日

首
都
圏
大
曲
会
発
行

平成27年 (2015年 )12月

鼈
鰊
鰊
鼈

颯
躾
躙

靡
魃

秋田・十和田湖・八幡平国立公園

ここ乳頭温泉郷は、七湯の、素晴らしい良質の宿が

点在しています。中でも妙乃湯は、関西から見た東
の「金泉・銀泉」の二源泉を併せ持った誇れる宿で

す。また、こじんまりした秘湯の素朴さ、古きに新

しさのバランスを兼ね備えた趣のあるいで湯で、非

日常のときをゆっくりお楽しみください。

秋田県仙北市田沢湖生保内字駒ケ岳 2-1
電話0187-46-2740
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